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令和 4年度「学苑　昭和女子大学紀要」編集委員会
委員長　　井原　奉明（副学長）
副委員長　島谷まき子（心理学科）
委　員　　田中　　均（日本語日本文学科）

牧野　元紀（歴史文化学科）
鈴木　博雄（英語コミュニケーション学科）
ボルジギン・フスレ（国際学科）
武川　恵子（ビジネスデザイン学科）
井出健治郎（会計ファイナンス学科）
北本　佳子（福祉社会学科）
フフバートル（現代教養学科）
今井　美樹（初等教育学科）
角田由美子（環境デザイン学科）
黒谷　佳代（健康デザイン学科）
清水　史子（管理栄養学科）
地家　真紀（食安全マネジメント学科）
青木　幸子（全学共通教育センター）

編　集　後　記

　ここに「学苑　昭和女子大学紀要」2022 年度 9・1月合併の 971 号を発刊する。毎回、
投稿原稿に目を通しながら、論考を練り上げ、文章を彫塑していく過程があってこの力作
が完成したのだな、と筆者の来し方に思いを馳せる。研究者として大切なのは日々の積み
重ねであり、閃きも精緻な推敲もどちらも欠かせない。ここに集めた論文等が衆目を集め、
広く読まれることを希う。

「学苑　昭和女子大学紀要」編集委員会委員長　井原　奉明

執筆者紹介（五十音順）

李　恩心（い　うんしむ）人間社会学部福祉社会学科准教授
○「多機関・多職種協働」（『新・社会福祉士シリーズ　地域福祉と包括的支援体制』弘文堂　2022 年）（共著）
○  「地域コミュニティ維持における生活課題の認識と住民参加活動―北杜市の住民参加型福祉活動に関する考察を通して」（「学苑」
952 号　2020 年 2 月）（共著）

○  「韓国における介護サービスの利用支援の困難性とアクセシビリティの確保―相談援助専門職のインタビュー調査から」（「学苑」
940 号　2019 年 2 月）

○「韓国の高齢者ケアサービスの供給組織」（『東アジアの高齢者ケア：国・地域・家族のゆくえ』東信堂　2018 年）（共著）
○『介護サービスへのアクセスの問題―介護保険制度における利用者調査・分析』明石書店　2014 年）

後藤　麻衣子（ごとう　まいこ）人間文化学部歴史文化学科非常勤講師
○「新潟県佐渡市両津大川の鳥追いの特色」（「とやま民俗」第 95 号　2021 年 1 月）
○「『秋田年中御行事』　翻刻と解題」（「学苑」949 号　2019 年 11 月）
○「鳥追いの地域性―秋田県北の鳥追いを事例として―」（「民俗と歴史」第 32 号　2014 年 8 月）
○『カマクラと雪室―その歴史的変遷と地域性―』岩田書院　2012 年
○  「福島県訓令による会津地方の『郷土誌』の研究―山間農村地域における女性の生活に注目して―」（「昭和女子大学女性文化研究所
紀要」第 36 号　2009 年 3 月）

白數　哲久（しらす　てつひさ）人間社会学部初等教育学科准教授
○  「対話を促す科学読み物の活用に関する研究―文化 -歴史的活動理論と知識構成型ジグソー法の援用―」（「日本教科教育学会誌」44
卷 1 号　2021 年 3 月）

○『〔新版〕科学の実験』小学館　2020 年（共著）
○『まだあるふしぎの図鑑』小学館　2020 年（共著）
○「幼児の自然認識の醸成に関する一考察」（「学苑」944 号　2019 年 6 月）（共著）

鈴木　雅子（すずき　まさこ）国際学部英語コミュニケーション学科専任講師
○「「転石苔を生ぜず」の意味解釈の変化」（「日英言語文化研究」第 8号　2022 年 3 月）
○「外交官大越成徳が英仏語で紹介した日本のことわざ」（「ことわざ」第 9号　2021 年 3 月）
○  「外国語学習者の「文化リテラシー」―日本人学習者に対するデンマーク語のことわざを一例に―」（「IDUN―北欧研究―」第 23号　2019 年 3月）
○『デンマーク語のしくみ（新版）』白水社　2017 年
○  On J. M. Dixon and His Dictionary Together with a Couple of Examples of Its In�uence on Contemporary Dictionaries （LEXICON 46 2016）

関口　靜雄（せきぐち　しずお）元　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授・本学名誉教授
○「〔資料〕『下野州岩舩山縁起』『岩舩山地蔵菩薩縁起』影印と翻刻」（「学苑」961 号　2020 年 11 月）
○「〔資料〕浄土木食空無撰『巡六地蔵慈悲利益記』翻刻と解題」（「学苑」949 号　2019 年 11 月）
○  「〔資料〕妙幢淨慧撰『古今舎利験論』翻刻と解題〈全 3〉」（「学苑」946号　2019 年 8月，948号　2019 年 10月，953号　2020 年 3月）
○「〔資料〕鞍馬寺所蔵融通念仏会再興関係資料」（「学苑」901 号　2015 年 11 月）
○「木食と呼ばれた人たち」（『浅草寺佛教文化講座』57 輯　2013 年 8 月）

高松　世津子（たかまつ　せつこ）名古屋大学大学院人文学研究科文化人類学日本思想史博士課程
○  「叡尊と近世前期律僧における舎利信仰―『悲華経』と記述された奇跡をめぐって―」（「日本宗教文化史研究」第 26 巻 1 号　2022 年 6 月）
○  「近世戒律復興における野中寺中興慈忍慧猛の事績と霊験について」（名古屋大学人文学研究科「人文学フォーラム」第 5号　2022 年 3 月）
○  「近世戒律復興運動の祖師・俊正明忍　対馬における奇瑞・臨終瑞相をめぐって」第 17 回涙骨賞奨励賞（「中外日報」　2021 年 4 月）
○「近世天台宗寺門派義瑞性慶の事績と自誓受戒」（「日本宗教文化史研究」第 24 巻 2 号　2020 年 11 月）
○「自誓受戒の好相行・好相をめぐる考察―近世期・真言律系を中心に―」（「日本宗教文化史研究」第 23 巻 2 号　2019 年 11 月）

田戸　カンナ（たど　かんな）全学共通教育センター非常勤講師
○「「ミルザ」におけるアフリカのプランテーション―スタール夫人による黒人主人公の造形―」（「学苑　昭和女子大学紀要」966 号　2021 年 7 月）
○「メリメ「タマンゴ」における白人と黒人―黒人奴隷貿易をめぐって―」（「学苑」953 号　2020 年 3 月）
○「デュラス公爵夫人『ウーリカ』における黒人ヒロイン像」（「学苑」943 号　2019 年 5 月）

野田　有紀（のだ　ゆき）人間社会学部福祉社会学科助教
○  「ソーシャルワーク教育におけるカルチュラルコンピテンス形成の一考察―国際社会福祉演習を通じたアンケート調査から―」（関
東学院大学人文学会「社会論集」第 25 号　2019 年 3 月）

○「外国人相談から多文化ソーシャルワークへの転換の課題」（関東学院大学人文学会「社会論集」第 24 号　2018 年 3 月）
○  「国際社会福祉研究の視座―グローバリゼーションの概念整理と日本の国際社会福祉研究の動向を踏まえて―」（関東学院大学人文
学会「社会論集」第 19 号　2014 年 3 月）

森　慈尋（もり　じじん）花園大学国際禅学研究所客員研究員・立命館大学 ARC客員協力研究員
○「弁慧考―その出生を巡る諸問題（中）」（「花園大学国際禅学研究所論叢」17 号　2022 年 3 月）
○「弁慧考―その出生を巡る諸問題（上）」（「花園大学国際禅学研究所論叢」16 号　2021 年 3 月）
○「江湖漂泊の記」（「黄檗文華」第 141 号　遠諱記念誌合併号　2022 年 10 月）
○ 京都府和束町　永源寺派正法寺開山　如雪文巌禅師 350 年遠諡記念冊子『遺芳　如雪』（2019 年 4 月）

山田　夏樹（やまだ　なつき）人間文化学部日本語日本文学科専任講師
○  「現代の神話としての安部公房「プルートーのわな」―「沈黙の歌」をどのように聴くのか」（「昭和文学研究」第 84 集　2022 年 3 月）
○『ブックレット近代文化研究叢書 14「ドヤ街」から読む「あしたのジョー」』昭和女子大学近代文化研究所　2020 年
○「三島由紀夫「橋づくし」の批評性―差別と模倣」（「物語研究」第 20 集　2020 年 3 月）
○『石ノ森章太郎論』青弓社　2016 年
○『ロボットと〈日本〉―近現代文学，戦後マンガのおける人工的身体の表象分析』立教大学出版会　2013 年

山本　綾（やまもと　あや）国際学部英語コミュニケーション学科非常勤講師
○  「説得の方略としての理解と共感―英語母語話者と日本人英語学習者の談話の分析―」（「JAAL in JACET Proceedings」Vol. 1　2019年 3月）
○  「日本語母語話者 -英語母語話者間の初対面会話における関係性の構築と交渉―English, Japan, Japaneseをめぐる相互行為の分析―」
（「学苑」924 号　2017 年 10 月）
○『大学生のための「論文」執筆の手引―卒論・レポート・演習発表の乗り切り方―』秀和システム　2010 年（共著）


